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　海外ではどんなトピックに関心が持たれてい
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脳機能や脳神経発達とプレイセラピー、発達の
多様性・多文化性とプレイセラピー、遊びを
使ったスーパービジョン、親子関係や愛着に焦
点を当てたプレイセラピー、テレビゲームやテ
クノロジーとプレイセラピー、などの新しいト
ピックの発表が近年見られます。トラウマ、虐
待などの、さまざまな問題に対する多様なプレ
イセラピー理論アプローチや技法も常に取り上
げられているトピックです。また、APTの学
会誌を見ても、プレイセラピーを教育の場でど
う活かすか、親子関係のプレイセラピー、屋外
で行うプレイセラピー、オンラインのプレイセ
ラピーなど、現代的で多様なトピックが、アメ
リカ国内にとどまらずさまざまな国から投稿さ
れていて大変興味深いです。
　最後に、海外の研修、特に APTの学会に参
加すると、学会の雰囲気がとてもプレイフルで、
遊び心に満ちていると感じます。学術書と並ん
で、プレイセラピーで使えるおもちゃがたくさ
ん販売されるのも恒例で、遊び心がくすぐられ
ます。この学会は、6 日間で 70ほどの多種多
様な発表があり、参加者は自分の興味関心に応
じて好きなものを選択しますが、その全てが受
け身的に聴講するというものではなく、遊びを
含んだワークショップやディスカッション形式
であることが最大の特徴です。学ぶ体験そのも
のが、遊びの体験と深く結びついており、楽し
さだけでなく、自分自身の内面が刺激されるワ
クワクドキドキがそこにあります。つまり、プ
レイセラピーとはどのようなものかを、セラピ
スト自身が体験を通して理解することが大事に
されている土壌があるのだと感じます。
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はじめに
　プレイセラピーという心理療法の一つの方法
があります。遊びが心に良い作用を及ぼすこと
を活用した心理療法なので、遊び（遊戯）療法
と呼ばれたり、プレイセラピーと呼ばれたりし
ます。遊びが発達に大きな影響を与える時期を
過ごしている子どもの心理療法として選ばれる
ことが多く、子どもの心を扱う医療、福祉、教
育など子どもの成長発達を助ける場所で広く活
用されています。大人も子どもも心理療法の基
本は同じなのですが、言葉だけではなく、遊び
を通して心を理解し、気持ちのやり取りをする、
というところにプレイセラピストの専門性があ
り、大人の心理療法とは異なる知識や技術が必
要になると考えられています。今回はその専門
性を育むための訓練や資格、どんなことがプレ
イセラピーの関心トピックになっているかにつ
いて、海外のいくつかの国を例に見ていきたい
と思います。

海外のプレイセラピストの訓練と資格
　プレイセラピストの専門性を育む試みと
して、まず、米国の「Association for Play 
Therapy（米国プレイセラピー協会、以下
APT）」を見てみましょう。米国に本部のある
学会ではありますが、国を超えて学会員になる
ことが可能な国際学会として知られています。
1982 年に発足し、現在 5,500 人以上の会員数
で、アメリカ国内だけではなく、日本を含むア
ジア各国、ヨーロッパなどの全世界に会員がい
ます。国際的なプレイセラピー学会として、最
も古く、最大の規模のもので、毎年 1回の年次

大会、そして学会誌やニューズレターの季刊発
行、訓練機会の提供、資格認定など、幅広く教育、
研究、ネットワークなどに寄与している学会で
す。APTが推奨する訓練や認定資格基準の内
容を見ると、プレイセラピストにとって必要な
知識や経験を垣間見ることができます。例えば
APTは、大学院の 1 年間のプレイセラピー講
義で扱うべきトピックとして、プレイセラピー
の歴史、さまざまな理論アプローチ、遊びの治
癒的な力の理解と活用、子どもの発達的ニーズ
の理解とアセスメント、おもちゃや部屋などの
構造づくり、他機関や他職種との連携、プレイ
セラピーの始まりと終結のプロセスの理解、子
どもとの心理療法における関係づくりの理論や
技法、プレイセラピーの倫理、多様性とプレイ
セラピー、保護者や養育者との関わり、などを
挙げています。プレイセラピストはさまざまな
知識をしっかりと学ぶことが推奨されているこ
とがわかります。
　こういった学びを経て、APTはプレイセ
ラピストの資格を 3 種類認定しています。
Registered play therapist（登録プレイセラピ
スト、RPT）は、大学院修士以上で、メンタ
ルヘルスに関わる免許を取得し、標準的なプレ
イセラピーの訓練やプレイセラピーの経験を
一定の時間数修めた場合に認定されます。それ
ぞれかなりの時間数が必要要件として求めら
れるため、2年以上の期間をかけて取得が可能
です。さらに上級の資格として実践指導の訓
練を受けることで認められる Registered play 
therapist-supervisor（登録プレイセラピストー
スーパーバイザー、RPT-S）、また他には学校
におけるプレイセラピーのスペシャリストとし
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